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２．事業の概要と成果 

（１） 上位目標 

 

対象地の妊産婦と新生児の健康状態が改善される。 

 

今年度は事業二年目として、妊産婦と新生児の健康状態の改善の

ための人材育成、母親や家族への啓発活動を中心に活動を行ってい

る。 

事業一年次には、2 つのコミューン保健センターの産科室の増設

や郡病院の産科手術室の改修、2コミューン保健センターと 2郡病

院と省病院の新生児ケアユニットへの必要備品や機材の供与を行っ

た。これに併せて、二年次にも 1コミューン保健センターの産科室

の増設、2コミューン保健センターへの機材・備品の供与を進めて

いる。対象地域の保健施設環境の整備により、保健サービスを利用

する妊産婦や新生児がより安全で清潔なサービスを受けることが可

能になってきている。 

また引き続き、対象保健スタッフに対して妊産婦・新生児ケアに

関する臨床技術研修を行うことで、妊産婦と新生児を含む患者に対

して、より適切な処置を提供することが可能になっている。 

BCC コミュニケーターに対し、コミュニケーション・スキルの研

修を行い、啓発活動を通して、 BCC コミュニケーターが地域住民に

対し妊産婦と新生児の健康に関する情報の提供やカウンセリングを

行い、住民たちが保健サービスを自主的に利用し、自らの生活の中

で健康改善を心掛けるよう促している。 

（２）事業内容 

 

二年次事業は、一年次終了時から 9日間の空白期間の後に開始し

たが、ベトナムではその期間中は旧正月であったため、継続事業と

して活動実施には影響はなかった。事業開始から 7月 31 日現在まで

に実施、または実施中の活動は以下のとおりである。（詳細は別紙参

照） 

・カウンターパートへの事業開始ミーティング 

・日本人専門家の現地派遣 

・ Pu Nhung コミューン保健センターの産科室の拡張工事 

・ Pu Nhung コミューン保健センター、Huoi Leng コミューン保健セ

ンターへの資機材供与準備 

・コミュニティにおけるリファラル体制の構築 

・郡保健スタッフへの高度な新生児ケアの研修 

・郡保健スタッフへの緊急産科ケアの研修 

・郡保健スタッフへの産科ケアの研修（超音波診断） 

・村落出産介助者に対する研修 

・スーパーバイスの実施 

・行動変容コミュニケーション（BCC）TOT 研修 

・BCC 計画の作成ワークショップ 

・BCC 手法による啓発活動の実施 

・家庭訪問の実施 

・本部国内プロジェクト調整員による現地視察 



 

- 2 - 

 

（３）達成された効果 

   

 

【成果１】対象地域の郡・コミューン・村落レベルで、妊産婦・新生児ケ

アサービスが提供できるようになる。（活動イ、ロ) 

指標 

 地域の 2.6 割の妊産婦が施設で分娩を行うようになった。（事業

終了時の目標：3割） 

 事業対象の 32 村落でコミュニティ・リファラル体制が設置さ

れ、利用されるようになっている。（事業終了時の目標：62 村

落） 

 

【成果２】対象郡、コミューンおよび村落における通常時及び緊急時の妊

産婦・新生児ケアサービスの質が向上する。（活動ハ、ニ） 

指標 

 本事業で研修を受けた郡･コミューン保健スタッフの 10 割が、

基準で求められている通常分娩と緊急産科ケアについての知識

を有するようになった。 （事業終了時の目標：7割） 

 2.6 割の郡･コミューンの保健スタッフが、モニタリング・評価

の知識を有するようになった。（事業終了時の目標：8割） 
 
【成果３】対象地域に住む母親や保護者が適切な妊産婦･新生児ケア

を実 

践できるようになる。（活動ホ、ヘ） 

指標 

 BCC コミュニケーターの 8.7 割が妊産婦･新生児ケアにおける

BCC についての知識と技術を有するようになった（事業終了時

の目標：７割）  

 BCC 啓発を受けた 3.7 割の地域住民が、妊娠･出産期において妊

産婦と保護者が注意するべき点を 3 つ以上挙げられるようにな

った。（事業終了時の目標：5割） 

 BCC 啓発を受けた 6割の地域の女性が、妊娠･出産・産後期間中

における 3つ以上の危険サインを挙げられるようになった。（事

業終了時の目標：7割） 

  BCC 啓発を受けた 7.5 割の地域の女性が、新生児の危険サイン

を 3 つ以上挙げられるようになった。（事業終了時の目標：7割） 
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（４）今後の見通し 今後も計画通りに以下の活動を行っていく。 

 現在建設中の Pu Nhung コミューン保健センターに関しては、

すでに雨期に入っているが、資材運搬や建物自体の大まかな建

設は終わっており、建設は問題なく完了する予定である。 

 コミューン保健センターへの機材供与は、すでに三者見積もり

を入手し、購入機材の選定に入っており、雨期が明け次第、各

施設に納入する。 

 村落出産介助者への研修では、第一期が 8月に終了、続けて第

二期を始める予定である。 

 チームに対する指導法の研修及び COPE 研修を実施する。すでに

保健省、保健局と研修に関する協議を行っており、8月に研修

を実施予定である。 

 7 月に実施した BCC の TOT 研修を受けて、各コミューンにてコ

ミュニケーターに対する研修を行う。 

 継続して、毎月の活動として BCC 手法による啓発活動、家庭訪

問を実施する。 


